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【研究活動の要約】 

 京都府下の，農作物を主な産業としている市町村では，有害鳥獣による被害が年々深刻になりつつあ

ります。中でもシカによる被害が最も多く, 平成２４年度における農林水産省の統計では, 全国で約８

０億円にのぼります。主な対策としては, 狩猟による駆除が効果的であり, それを促進するためにも駆

除後シカ肉の有効的な利用が求められています。そこで今回は, シカ肉中のイミダゾールジペプチド

（IDP）に注目しました。IDP にはカルノシン, アンセリンおよびバレニンが分類され, 抗ストレス作

用などが報告されています。IDP はニワトリ胸肉などに豊富に含まれることが報告されていますが, ニ
ホンジカ肉に関する報告はありません。本研究では, 京都府内で駆除されたシカ肉の付加価値を高める

ことを目的に, 同府内でニホンジカ肉に含まれる IDP 濃度を測定するとともに, シカ肉から抽出した

エキスを健常マウスに長期的に投与することで, 行動に変化が生じるかを評価しました。さらに,シカの

肉部位間の IDP以外の機能性成分含有量を網羅的に解析するためにメタボローム解析を実施しました。 

【研究活動の成果】 

京都府京丹後市および宇治田原町において駆除された野生のニホンシカから, アバラ, カタ, 背ロー

スおよびモモの４部位の肉を採取しました。それぞれの肉に含まれる IDP 濃度を UPLC-MS/MS
（Waters）および Intrada カラム（Imtakt）を用いて測定しました。その結果, とくにモモ肉におい

て IDP が豊富に含まれるとともに, バレニン濃度は他の畜肉（ウシ, ブタおよびニワトリ）に比べ非常

に高い値を示しました。

次に, モモ肉からエキスを作成し, マウスに経口で 1 ヶ月間にわたり毎日投与しました。その後オー

プンフィールド試験および強制水泳試験を実施し, マウスの自発運動量, 不安様行動, 学習行動および

うつ様行動を評価しました。その結果, シカ肉エキス投与群において無投与対照群よりもうつ様行動の

有意な低下が確認されました。また有意差はなかったものの, 不安様行動量も低下傾向にありました。 
各肉に含まれる水溶性物質を抽出し，メトキシム/トリメチルシリル誘導体化後，GC/MS を用いたメ

タボローム解析を実施しました。その結果，部位毎にアミノ酸組成が変化することがわかりました。 

【研究成果の還元】 

H27/3/20 宇治田原町役場 結果報告と総括会議 ※関係者等約7名 

府立大学ＡＣＴＲ平成 26年度報告書「府内有害鳥獣肉の機能性探索とその有効利用」 
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